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毘
沙
門
の
金
燈
籠

　

通
称
毘
沙
門
の
金
燈
籠
と
い
わ
れ
市
の
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
正
式
に
は
秋
葉
神
社

常
夜
燈
と
称
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

灯
籠
を
さ
さ
え
る
台
座
部
分
の
傷
み
が
激
し
い

と
い
う
こ
と
で
補
修
移
転
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
際
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
い
わ
れ
た
こ
の
灯
籠
の
由
来
と
、

歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

金
燈
籠
は
本
町
通
に
万
延
元
年
（
１
８
６

９
）、
袋
田
町
・
沢
町
・
長
淵
町
の
秋
葉
神
社

氏
子
70
余
戸
が
寄
贈
し
建
設
さ
れ
た
。
明
治
に

入
る
と
袋
田
区
の
年
番
が
毎
夜
点
火
し
、
毎
年

春
秋
に
は
金
燈
籠
祭
り
も
行
わ
れ
勝
山
名
物
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
明
治
29
年
（
１
８
９

６
）
の
大
火
以
後
も
、
交
通
の
最
も
激
し
い
勝

山
銀
行
前
の
四
ツ
辻
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
頃
か
ら
青
物
夜
市
が

袋
田
区
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
車
馬
や
自

動
車
の
通
行
の
妨
げ
に
も
な
り
邪
魔
に
な
る
と

し
て
昭
和
元
年
（
１
９

２
６
）
頃
に
毘
沙
門
境

内
に
移
転
さ
れ
た
。

　

燈
籠
に
は
常
夜
燈
と

あ
り
、
上
段
か
ら
順
に

金
光
山
見
性
院　

現
主

活
道
智
伶
、
越
中
高
岡

の
鋳
物
師
２
人
の
名
、

世
話
人
と
し
て
「
梅
田

伝
兵
衛　

玉
木
理
太
良　

澤
屋
喜
兵
衛　

炭
屋
喜

兵
衛
」
な
ど
28

人
の
名
前
が
記

さ
れ
て
い
る
。

秋
葉
神
社
は
見

性
院
の
境
内
に
鎮
守
と
し
て
建
立
さ
れ
た
神
社

で
、
見
性
院
は
文
政
13
年
（
１
８
３
０
）
に
開

善
寺
の
隠
居
所
と
し
て
長
淵
町
の
浄
土
寺
川
左

岸
に
創
建
さ
れ
た
。

　

秋
葉
神
社
の
史
料
は
天
保
14
年
（
１
８
４
３
）

９
月
の
項
に
、「
見
性
院
鎮
守
秋
葉
山
再
建
ニ
付

三
町
共
勧
化
御
廻
り
」（
仙
田
家
「
用
留
」）
と

み
ら
れ
る
。
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
の
史
料

に
も
「
見
性
院
境
内
秋
葉
社
常
夜
灯
建
立
ニ
付

金
壱
両
弐
分
三
ケ
年
ニ
寄
附
」（
松
屋
「
永
代
記

録
」）
と
あ
る
。
見
性
院
境
内
に
建
て
ら
れ
る
は

ず
の
常
夜
燈
が
な
ぜ
四
ツ
辻
に
建
て
ら
れ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
。秋
葉
神
社
は
火
防（
ひ
ぶ
せ
）

の
神
と
し
て
知
ら
れ
、
何
度
も
大
火
に
見
舞
わ

れ
た
町
で
は
、
常
夜
燈
を
信
仰
の
対
象
と
し
て

町
の
中
心
に
設
置
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

空
き
家
の
目
立
つ
民
家
の
利
用
も
含
め
、
か

つ
て
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
金
燈
籠
を
、
町

の
活
性
化
に
何
と
か
生
か
す
知
恵
が
欲
し
い
。

あ
わ
せ
て
今
一
度
青
物
夜
市
を
復
活
さ
せ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
17
世
紀
か
ら
4
0
0
年
近
く

本
町
通
の
中
央
を
流
れ
て
き
た
水
路
を
一
部
で

も
復
活
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
七
里
壁
の
一
部

を
復
活
さ
せ
湧
き
水
（
清
水
）
を
流
す
工
夫
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
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史
編
纂
室　

山
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造

「思春期」
「えんぴつ太郎の

ぼうけん」「主夫になろうよ！」

小手鞠　るい／著
講談社

佐藤　さとる／作
鈴木出版

佐川　光晴／著
左右社

　中学１年生になったばかりの「わたし」。でも、
行きたくない場所は…学校。「未来は明るい」だ
とか「若さはすばらしい」などという一般的な思
い込みとの狭間で、自分の価値や生きる不安に
ゆれながら日々を送っている。秘密、孤独、嫉妬、
後悔、自己嫌悪…いろんな痛みが交錯する小説。

　男の子のお気に入りだった小指ほどの「えん
ぴつ太郎」。ある日、机の下の隙間に落ちてし
まったところ、トランプのジョーカーに魔法をか
けられて顔と手足がつきました。話したり歩いた
りできるようになったえんぴつ太郎の、つかの
間だけどハラハラドキドキする冒険物語です。

　著者は主夫歴20年。家事と育児が趣味の
作家である。男が家事をすることについて、
主夫の24時間、主夫の悩み相談などを通し
て、楽しみながら生きる秘訣を伝授する。
　独身男性の10人に１人が主夫になりたい、
と答える時代の新しい生き方を提案する。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年４月末 前年比

総件数 １７１件 －９件

人身事故
（うち高齢者）

１２件
（３）

－８件
（－１）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

０人
（０）

傷　者 １３人 －１１人

物損事故 １５９件 －１件

５月の納税

３月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ４月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,820人 3 －15 －12 17 －35 －18 11,790人 －30人
女 12,934人 7 －13 －6 23 －38 －15 12,913人 －21人
合　計 24,754人 10 －28 －18 40 －73 －33 24,703人 －51人
世帯数 8,084世帯 8,076世帯 －8世帯

人口の動き

軽自動車税▶第1期　
納期限▶6月1日㈪　口座振替▶5月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

基
本
的
に
薬
は
水
、
ぬ
る
ま

湯
と
一
緒
に
飲
み
ま
す
。
し
か

し
、
苦
み
が
苦
手
な
乳
幼
児
は

飲
ん
で
く
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

今
回
は
、
病
気
を
治
す
た
め

の
薬
を
し
っ
か
り
飲
ま
せ
る
コ

ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

シ
ロ
ッ
プ
剤
の
飲
ま
せ
方

　

容
器
を
軽
く
振
っ
て
混
ぜ
合

わ
せ
て
か
ら
指
示
さ
れ
た
量
を

容
器
に
移
し
ま
す
。
付
属
の
カ
ッ

プ
で
飲
め
な
い
乳
児
は
ス
プ
ー

ン
で
舌
の
奥
に
流
し
込
ん
だ
り
、

ほ
乳
瓶
の
乳
首
に
入
れ
て
飲
ま

せ
ま
す
。

粉
薬
の
飲
ま
せ
方

①
ご
く
少
量
の
水
で
練
る

　

１
〜
２
回
で
飲
み
終
わ
る
量

に
な
る
よ
う
に
ペ
ー
ス
ト
状
に

練
り
、
指
先
で
お
子
さ
ん
の
上

あ
ご
や
頬
の
内
側
に
付
け
て
水

を
飲
ま
せ
ま
す
。
舌
の
上
だ
と

苦
味
を
感
じ
て
吐
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

②
好
き
な
食
べ
物
に
混
ぜ
る

　

ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
プ
リ
ン
な
ど
に
混
ぜ
て

食
べ
さ
せ
ま
す
。
薬
を
食
べ
物

で
挟
む
と
食
べ
や
す
く
な
り
ま

す
。
薬
に
よ
っ
て
は
混
ぜ
る
と
苦

味
が
強
く
な
る
物
も
あ
る
の
で

薬
剤
師
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

主
食
（
ミ
ル
ク
、
ご
飯
、
パ

ン
な
ど
）
や
主
菜
（
肉
、
魚
、
豆

腐
な
ど
）
と
い
っ
た
、
お
子
さ
ん

に
必
要
な
栄
養
を
摂
る
食
べ
物

に
混
ぜ
る
と
嫌
い
に
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
工
夫

①
薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ

　

食
後
に
お
腹
が
一
杯
に
な
る

と
飲
め
な
く
な
る
子
も
い
ま
す
。

処
方
箋
に
は
食
後
と
書
い
て
あ

る
薬
で
も
お
医
者
さ
ん
に
確
認

し
、
食
事
や
授
乳
の
前
に
飲
ま

せ
る
こ
と
も
１
つ
の
方
法
で
す
。

②
薬
を
飲
め
た
ら
褒
め
る

　

き
ち
ん
と
飲
め
た
ら
大
げ
さ

な
く
ら
い
に
褒
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
お
子
さ
ん
の
自
信
に

つ
な
が
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
ど
う
す
る
？

①
薬
を
飲
み
忘
れ
た
ら

　

飲
み
忘
れ
に
気
付
い
た
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
薬
を
飲
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
次
の
薬
を
飲
む
時

間
が
近
い
と
き
は
、
１
日
に
飲

む
回
数
に
よ
っ
て
時
間
を
遅
ら

せ
ま
す
。

•
１
日
３
回
飲
む
薬
↓
４
時
間

•
１
日
２
回
飲
む
薬
↓
６
時
間

•
１
日
１
回
飲
む
薬
↓
８
時
間

　

２
回
分
を
一
度
に
飲
む
と
副

作
用
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
絶
対
に
飲
ま
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

②
薬
を
吐
い
て
し
ま
っ
た

　

薬
を
飲
ん
だ
直
後
に
ほ
と
ん

ど
吐
い
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

30
分
ほ
ど
経
っ
て
吐
き
気
が
落

ち
着
い
て
か
ら
、
も
う
一
度
飲

ま
せ
ま
す
。
少
量
の
場
合
や
服

薬
後
30
分
以
上
経
っ
て
い
る
場

合
は
、
再
度
飲
ま
せ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
服
薬

の
度
に
吐
く
よ
う
で
あ
れ
ば
医

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③ 

症
状
が
良
く
な
っ
た
の
で
飲

ま
な
く
て
い
い
？

　

医
師
に
処
方
さ
れ
た
薬
は
、

必
ず
指
示
通
り
に
飲
ん
で
く
だ

さ
い
。
薬
に
よ
っ
て
は
症
状
が

治
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
、
病
気

が
治
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問   

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

乳
幼
児
の
薬
の
飲
ま
せ
方
編

「
急
病
時
の
対
応
」
番
外
編

「
急
病
時
の
対
応
」
番
外
編

普
通
救
命
講
習
の

お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
家
族
、友
人
、

知
人
が
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
命

を
救
え
る
の
は
一
番
近
く
に
い
る

あ
な
た
で
す
。
ご
家
族
で
、
友
達

と
、
ご
近
所
さ
ん
と
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ｅｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の

受
講
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
普
通
救
命

講
習
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
毎
月
最
終
日
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

※ 

ｅｰ

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
毎
月
最
終

土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ
▼
消
防
署

※ 

開
催
日
が
変
更
、
中
止
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
消
防
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問　

消
防
署　

☎
88
‐
０
４
０
０ 普通救命講習の様子


